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中学校技術・家庭科部会（技術分野）



○令和７年度5月12日（月）第7回情報活用能力の抜本的
向上（デジタル化社会の負の側面への対応を含む）

○令和７年度5月22日（木）第8回質の高い探究的な学び
の実現（情報活用能力との一体的な充実）

以上の2回の部会で、中学校技術分野の今後に大きく関
わる議論が行われた。



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



情報活用能力に係る具体的論点



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



①小中高を通じた体系的・抜本的な（情報活用能力の）
教育内容の充実

【中学校段階】
・より発展的に情報技術を理解・活用して問題発見・解決する力を育
成する観点から、技術分野の領域「情報の技術」を引き続き受け皿
と位置づけ、大幅な充実を図ってはどうか（例：コンピュータや
ネットワークの仕組みの理解・データ活用などの充実、他領域との
関わり強化（材料と加工、生物育成、エネルギー変換））。
その際、情報技術が認知は行動に与えるリスクに留意するべきでは
ないか。

・その際、現在の技術・家庭科の在り方（教員免許、担当教員は別で
あるが、成績評価の際は1つの教科として記載）をどう考えるのか。

令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋

策定済みの指導体制に係る改善計画を着実に履行するとともに、
全面実施を待たず、様々な総合的な支援を行ってはどうか



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月12日(月)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



探究的な学びに係る具体的論点



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



具体的論点①（質の高い探究的な学びの実現）

【中学校段階】
・小学校段階で一定のレベルの情報活用能力の育成を前提とすれば、
総合の時間ではなく、現行の技術・家庭科（技術分野）を主たる受
け皿と想定し、生成ＡＩ等の先端技術を含めた適切な取扱いや特性
の理解を学び、総合をはじめ各教科等での探究的な学びのプロセス
に活かしてはどうか。

・こうした観点から、中学校では、技術・家庭科を二つの教科に分離
した上で、現行の技術分野において情報技術をより深く、広く学ぶ
こととしつつ、情報（Ｄ）領域のみならず、Ａ～Ｃ領域でも情報技
術との連携を強化し、全体として「ものづくり」と実生活・実社会
をつなげる探究的な学びを充実させてはどうか。

策定済みの指導体制に係る改善計画を着実に履行するとともに、全
面実施を待たず、様々な総合的な支援を行ってはどうか（再掲）

令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



中学校では、技術・家庭科を二つの
教科に分離した上で、①現行の技術
分野において情報技術をより深く、
広く学ぶこととしつつ、②情報(Ｄ)
領域のみならず、Ａ～Ｃ領域でも情
報技術との連携を強化し、③全体と
して「ものづくり」と実生活・実社
会をつなげる探究的な学びを充実さ
せてはどうか。

令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋



①現行の技術分野において情報技術をより

深く、広く学ぶ

○問題を見いだすために、家庭や地域の人に聞きこみをするなどの  
    市場調査を行う
○見いだした問題の原因を協働して考える
○原因を解決する方法をそれぞれ挙げ、その中から１つを課題に設
    定する
○問題を「いつ」「どこで」「どうすることが問題」という視点から整理し、
    解決方法を検討
○解決が実現できそうなものを課題に設定

ラインを引いた箇所について、データを取得し、
根拠をもって設定する活動が考えられる

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



②情報(Ｄ)領域のみならず、Ａ～Ｃ領域で
も情報技術との連携を強化

内容Ａ～Ｃ領域での具体的な授業実践を紹介

内容Ａ ＣＡＤ、３Ｄプリンターの技術を積極的に活用

内容Ｂ センシングデータ等の活用・解析

内容Ｃ シミュレーション技術を利用



内容Ａ 近年、製造業界では、こ
のような製品設計や試作
において、コンピュータ支
援設計※（以下、ＣＡＤ）ソ
フトウェアと３Ｄプリンタの
技術を積極的に活用し特
殊で複雑な形状の部品の
実現や、試作の評価を効
率化して製品の市場投入
の加速化に利用していま
す。このようなコンピュー
タを活用したものづくりは、
１人１台端末の導入に
よって、中学校でも実現
可能な状況となりました。
そこで、一般的には紙を
使って製品の設計を行う
ところ、内容「Ｄ情報の技
術」の学習の基礎的な経
験となる３ＤＣＡＤの活用
や、作成したデータを３Ｄ
プリンタで印刷し製作に活
用する題材例を紹介しま
す。

※文部科学省中学校技術・家庭科（技術分野）事例集資料より作成



内容Ｂ 管理作業や育成環境の
調節にロボット技術や情
報通信技術といった情報
の技術を活用したスマー
ト農業も行われるようにな
りました。例えば、センシ
ング※データ等の活用・
解析をすることで、農作
物の生育や病害を正確
に予測し、育成に生かし
ている農家もいます。そ
こで、管理作業と育成環
境の調節の学習にあたっ
て、一般的には目視など
の感覚的な情報をもとに
行うところ、内容「Ｄ情報
の技術」の学習の基礎的
な経験となるセンシング
データの活用・解析を学
習に生かした題材例を紹
介します。

※文部科学省中学校技術・家庭科（技術分野）事例集資料より作成



内容Ｃ 電気や動力などのエネ
ルギーの流れは目に見
えないため、構想通りに
動作するかどうかは、実
際に作ってみないと分
かりません。そこで、実
際の生産の現場では、
コンピュータによるシミュ
レーション※技術を利
用することで、試作の回
数を減らし、効率的に開
発が進められています。
一般的にはワークシート
など（紙媒体）を使って
回路設計を行うところ、
内容「Ｄ情報の技術」の
学習の基礎的な経験と
なる電気回路のシミュ
レーションソフト（以下、
シミュレータ）を活用し、
学習の充実を図った事
例を紹介します。

※文部科学省中学校技術・家庭科（技術分野）事例集資料より作成



③全体として「ものづくり」と実生活・実
社会をつなげる探究的な学びを充実

１ 技術に関わる問題を見いだして課題を設定する力
２ 解決策を構想する力
３ 製作図等（構想図、計画図、アクティビティ図）に表現する力
４ （構図を）試作などを通じて具体化（製作・制作・育成）する力

「社会の発展と技術」の確実な実施
上記の力の育成を受け

技術を評価し、適切な選択や管理・運用を考え
る力の育成

※文部科学省中学校技術・家庭科（技術分野）事例集資料より作成



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋

・中学校技術については、策定前の指導体制
に係る改善計画を着実に履行するとともに、

  全面実施を待たず、指導主事を含めた研修
  機会の拡充や環境整備の推進など総合的な
  支援を行ってはどうか。【5/12再掲】
・技術の進展に伴い、教育内容が妥当性を失
  うことを防ぎ、教師の過度な負担を避ける観
  点から、現場が手軽に使える動画教材などを
  国が提供してはどうか。【5/12再掲】



令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



割合は全国８番目

令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



徳島県の動向

令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



中学校技術・家庭科（技術分
野）担当教員指導力向上研修

令和７年８月５日

令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



情報の技術のページ



情報の技術のページ

※令和６年度第２回全国主事会行政説明資料より作成

新しい動画も追加されて
います。



情報の技術のページ

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・技術分野）より作成



情報の技術のページ

※令和６年度第２回全国主事会行政説明資料より作成



本研修は、中学校技術・家庭
科（技術分野）の教育に関わり、
指導力向上を目的とし、社会
を支える情報の技術の実例を
紹介したり、プログラミングを
含めた「情報の技術」の指導
の充実策について考えたりす
るものです。可能な限り、技術
科担当教員が参加できるよう
いにしてください。
１コマのみの参加も可能です。

臨時免許状の教員、免許外強
化担当の教員の参加も期待し
ている。

※文部科学省中学校技術・家庭科（技術分野）情報の技術より作成



令和７年5月22日(木)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会企画特別部会(第7回)資料より抜粋

・上記に加えて、地域人材や企業等との連携
  の可能性も検討すべきか。【5/12再掲】
・情報技術の加速度的な進化に対応した指導
  内容の刷新を図る観点から、教科書検定の
  サイクルを念頭におきつつ、学習指導要領解
  説の一部改訂をタイムリーに行うことを検討
  すべきか。【5/12再掲】
・教科書でも対応しきれない変化が見込まれ
  ることから、国が必要に応じて指導の手引き
  やデジタル教材等を提供すべきか。【5/12再
  掲】
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